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背景と目的 

リモートワークを組織に取り入れる企業が増

加することで、マネジメントやリーダーシップの

在り方が新たな課題となっている(小久保、2007)。

リモートワークが進んでいる海外の研究でも、

Zimmermann et al . (2008) の調査によると、リ

ーダーにとっては、リモート環境でグループの一

体感を促進することは、対面の環境よりも難度が

高いと認識していることが報告されている。  

リモートワークで求められるリーダーシップ

とは何か、また、育成に必要なことは何かについ

ては、十分に検討されているとは言えない。  

そこで、本研究では、リモートワークが加速す

る社会でリーダーシップを発揮するために、大学

時代にどのような学習や経験が必要なのかを明

らかにするために、大学時代のグループワーク学

習への取り組み姿勢が、初期キャリアのリーダー

シップ自己効力感にどのような影響を与えるの

かを、それぞれオンライン・対面の側面で検討す

る。  

  

方法  

調査時期・対象 武田・溝口・丸山・溝上  (2021) 

の調査参加者を対象に、入社半年後の 2021 年 10

月に、マクロミルインターネットリサーチを利用

して縦断調査を行った (以下、大学 4 年次の調査

を T1、今回の社会人 1 年目の調査を T2 とする)。

本研究では、両時点で回答を得られた 536 人を分

析対象とする。分析には R.4.2.2 を用いた。  

調査項目 デモグラフィック変数、リーダーシ

ップ自己効力感、オンライン・対面でのグループ

ワークへの取り組み姿勢に関する項目を尋ねた。

リーダーシップ自己効力感の測定は、武田・溝上  

(2019) のリーダーシップ自己効力感尺度  を使用

した。  

 

結果と考察 

大学時代にオンライン授業の履修経験がある

461 名を対象とし、大学時の LSE を統制し、対

面・オンラインでのグループワークへの取り組み

が初期キャリアの LSE にどのような影響がある

かを検討するために、共分散構造分析を行った。

その結果、の対面授業でのグループワークへの取

り組みは、T2 の対面での LSE 4 因子、オンライ

ンでの鼓舞力以外の 3 因子（共感力・遂行力・変

革力）に有意な正の影響が認められた。一方、オ

ンラインのグループワークへの取り組みは、T2 の

オンラインでの LSE には 4 因子とも正の影響が

あったが、対面では鼓舞力以外の 3 因子には影響

が見られなかった。  

以上のことから、初期キャリアのオンライン上

での共感力・遂行力・変革力は、対面でのグルー

プワークの学習が基盤となることが予測される。

しかしながら、難度の高い鼓舞力においては、オ

ンラインでのグループワークにおける学習が、対

面・オンラインでの初期キャリアの鼓舞力に影響

を与えることが示唆された。  
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表 1 対面とオンラインでのグループワークが初期キャリアの LSE に与える影響 

 


